































た(3: 9 10)。彼らは説明を求めて使徒達の下に駆け寄って来た(3: 11)。ペ
トロは彼らの疑問に答えて， イエスの名によって行われた癒しの出来事を説明
する演説をし，群衆達に回心を勧めた(3: 1226)。この演説においてペトロは，








1l : 27;ルカ20: 1を参照),サドカイ派が死者の復活の教理を認めていなかっ
たためであろう（マタ22： 23；使23： 69を参照)。彼らは使徒達を神殿で捕ら
えて，留置した(4: 1-3)。翌目に最高法院が招集され，使徒達への審理が直ち
に開始された(使4§ 5－7， さらに使4： 25を参照)。彼らは使徒達に対して， 「お
前たちは何の力で， または誰の名においてこのことを行ったのか？」 と問い詰


















て与える知恵によって法廷の証言を行っていることになる （ルカ12: 12; 21 :
15)5．霊に満ちた彼の証言は， その自由奔放さによって聴衆を驚かせることに
なった（使4: 13.29.31 ; 28: 31 ; さらに, 9: 27.28; 13: 461 14: 1; 18: 20.
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(使2: 29; 4: 2; 28: 31)。初代教会の理解によれば,主が予告したように宣教
者達がその宣教活動の故に捕らえられて，法廷で審問された際には，聖霊が語
るべきことを教えてくれるのであった(使4: 8a,30-31 ; さらに，マタ10: 20;
マコ13: 11 ;ルカ12: 12)8．霊の助けこそが，ペトロの弁明演説の大胆さ， 自
由さの源泉であった。審問者達は，障害を持つ人の奇跡的癒しの事実を否定す
ることが出来ず(使4: 13.16),最高法院は使徒達にイエスの名によって語るこ





























5: 35bc序言(7zPoo"4oTJ ; exordium) :
v~35b語り掛け
v~35c警告の言葉
5： 36-37論証（汀”津f; 1)r()batiO/arugumentatio) :
v､36 チウダの乱の例
v､37ガリラヤのユダの乱の例
5： 3839結語("ZJlo7,or; peroratio/conclusi()) :
v.38aペトロらの釈放の勧め
v.38b39神学的根拠付け
この短い演説は，三つの部分から構成されている (5: 351)c序言; 5: 36-37














演説には必ずしも不可欠ではないとされている （キケロ『発想論j 1.10.17; ク












J.Martin~A〃"ﾙ(JR/rc/0〃た (Miinchen: Beck, 1974) 60-74 i R.VDIkma]11],〃ん
R〃E/"ﾉ銑""G""/IE"Ⅳ"fJRヴノ"どﾉ. (Leipzig: 1､eubner, 1885;Nachdruck: Hil .
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く （アリストテレス『弁論術」 1358b;キケロI発想論」 1.5.7; クウインテイリ
アヌスI~弁論家の教育｣3.4,1 16)｣6,議員達の評決という未来の行動に関連する
助言（審議）演説の種類に分類出来る（アリストテレスi弁論術」1359b1360b;
クウィンティリアヌス『弁論家の教育』3.8.1 9; 4.2.3; 9.4.130)I7．助言（審議）
演説は，元々議会の弁論に用いられる演説タイプであり，共同体の未来の行動
Martin, 147 148;VoIkmann262 ; Lausberg, 206-2()7 (§§434-435)､
Martin､ 148 149;Volkmann262.271 ; Lausberg266267 (§§436439).
Martin3132IVolkmann,38; LaLIsberg,64 (il44).
G.A.Kelmedy,MMI' 7IJSm"ﾉg"/ J"/f"瀝雌"p” 〃"抑"gルRﾙgl"〃[,fr/ C""[”"r
(ChapelHill :TheUniversity()fNDrthCarolinaPress, 1984) 119;Martil], 167
168$Volkmann,294299; LauSberg~3233 (i61) ; 97-1(12(§§224-238) .これに対















ついて」 2．82； クウインテイリアヌスI弁論家の教育』 3.8.14)｡
（4） 修辞的コメント
(5: 35bc) ガマリエルは，演説の聴衆である最高法院の議員達に対して，




議員達はイスラエルの民を代表する権威者達であった（使4： 5．8; 6: 12)｡
演説者のガマリエルは， ファリサイ派に属する律法の教師であった（使5：
34； さらに，22： 3も参照) ｣9･イスラエルの民の中で尊敬を受けていたので，そ
の発言は重きをなしていたと想定される（使5： 34； ヨセフスi'ユダヤ古代誌」






















リスト教の宣教活動に対して一貫して敵対的である（使4: 1,6,23; 5: 17､21,
24, 27; 7: 1 ; 9: 1, 14, 21 ; 22: 5, 30; 23: 2, 4, 14)。 これに，対してフアリ
サイ派の人々は，－･定の限度でキリスト教の主張に耳を傾ける姿勢を示してい
る（使5: 3539; 23: 6-9)2!o使5: 3539においてガマリエルは，かれらの宣
教活動が神に由来するというぺi､口らの主張を正面から受け止めて， その真実








Fitzmyer, 341 ;Dulm, 71 ;Barrett,1292; Jervell209, 212213.








































的に先行する。 この点を, Haenchen, 2()7I Conzelmann, 48; Schille! 162 163;











フス「ユダヤ古代誌j 18.4 10, 23; l.ユダヤ戦記」 2.56を参照)。
これら二人の反乱首謀者の事例が言及されているのは，神に遣わされたと
人々に説いて信奉者を集めた彼らの運動形態が，神の命に従い（使l : 8; 4:
19; 5: 29),霊に満たされて宣教活動を行った（使I : 8; 2: 1-13), キリスト
教宣教者達の連動形態が外形において似ていると理解されたためである2鳥。
（5： 38-39） この演説の結語の中心は， 「これらの人々から手を引き，釈放し











25 HaEIKhen, 2(17; SChneider､ 1.400; Jervell, 213;Weiser, 1.162; Bruce, 1761
Dunn, 73; Fitzmyel･, 339.
















地， さらにはサマリヤヘと広がって行った（使8: 1, 425; 9: 31)。福音はま


























15: 7b序言(7zpoo"oIJ ; exordium) :語り掛け
15: 7c9叙述（6碑γ"ぴfr; narratio) :
v.7Cd異邦人の選び
vv.89異邦人への霊の付与




























3.8.1 9； 4.2.3; 9.4.130)29｡
（4） 修辞的コメント
(15: 7b) 演説者のペトロは元々ガリラヤの漁師であったが， イエスの招き
によってその弟子となった人物である （マタ4: 18; 16: 16, 17;マコl : 16,
29 KEI]nedy､ l25 126i Soards, 90;Witheringt()'1, 453;Ma1･ti11, 167 168; Volk
mann,294-299; Lausberg3233 (i61)i97102 (§§224238).
68
侠徒言行録の修辞学的研究（2）
29；ルカ5: 1-1l)。シモンはイエスによってケファ(Iコリ l : 5;ガラl : 18;
2: 11 14)ペトロ （岩） という名前を与えられ，十二弟子の名簿の筆頭に位燈
している（ﾏﾀl() : 2;ﾏｺ3: 16ﾘﾙｶ6: 12)｡ルカ文群においても,ｼﾓﾝ･









される瀕説のL|!でペトロが好んで用いている （使l : 16を参照)。同じ表現は，
後にパウロがユダヤ人聴衆に対して弁明演説を行う際にも，聴衆に対するユダ















を受け入れたのであった(Il : 4 18)3!･ペトロは聴衆であるエルサレム教会の
信徒達に対して，彼らがかつて受け入れた出来事とその意義を思い起こすよう
に促しているのである。ペトロがかつて行った弁明演説は， コルネリウスー家
の回心の出来事の経過を忠実に辿り，ペトロがヨッパで見た幻や(11 : 5 10),
コルネリウスの使者達の到来とカイサレアヘの旅と到着(1l : 11 14), コルネ













}I RTa'mehill ､刀z(J (/"〃1' <1/~L"たIﾉｰ』(~八(2vols:Pl]i ladelphia ; Fn1･tl･ess, 198691))
2,131 i拙稿｢使徒言行録におけるペトロの弁明演説」 ’東北学院大学諭集教會と神
學」第36号(2003) 411 55頁。
12 ルカ文諜において，“αγγ芯地｡リ （福音） という言葉が使用されるのは， この箇所と
使21) : 24だけである。
13 Dunn, 2()1 .
























える拘束のことを指している （ ；行伝15: 10; さらに， ガラ5: 24を参照)。
~
Schncider. 2.1811 ; .Ic1,vc11, 391 i l)arrett, 2.716
Fitzmyer54.1 ; lervel l, 392 * I)''1'''. 2()l.
R{)l[)ff,175# Pesch~ 2~771Barrctt,l､534;Tam'ehillll,131ilervell,391iFitz-
myc]･, 552 ;Dullll, 20021)l
PEscI1,278; SChneider" 2181} l81;Weiser,2.361; Jervell,392; Brllce,336-337;












であり，知恵を与え（シラ51 : 26), この世の支配や地上的ことについての思い
煩いからの自由を与えるものである（『ミシュナl 「アポート」3.5; l.バビロニ
ア・タルムードj94b)39．マタイ福音書はこうしたユダヤ教の伝統を背景に，負
















St'-, 11i l l, (i()861()を参照。


































15: 13b序言("oo"Lo"; ex()rdium) :語り掛け
15: 14叙述（＆ｳγdfr; narratio) :神が異邦人から神の民を選ぶ
15: 15 18論証(7z"T4r; probatio/argumentatio)
v.15導入句
v.16 18旧約引用（エレ12: 15;アモ9: 11-12; イザ45: 21)














21=ヨェ2: 2832;使7: 42b43=.アモ5: 2527他), キリスト教徒の聴衆




















る(使12: 17; 15: 13a; 21 : 18を参照)。十二弟子の一人ゼベダイの子ヤコブ
は（マタ4: 21 ; 10: 2; 17: 1 ;マコl : 19, 29; 3: 17; 10: 35, 41 ; 14: 31 ;
ルカ5: 10; 6: 14; 8: 51 ; 9: 28，54;使I : 13),使徒会議の以前に既に殉教
していたのであるから(使12: 2),演説者はパウロ書簡にも言及されている｢主
の兄弟ヤコブ」であろう (Iコリ 15: 7;ガラl : 19; 2: 9, 12)。主の兄弟ヤコ
ブはイエスの実の兄弟であり （マコ6： 3；マタ13: 55; ヨセフスi古代誌」20.
200),エルサレム教会ではペトロやヨハネと共に｢柱」と見なされ(ガラ2: 9)46,
44Weiser, 2.383*PEsch, 2,231IWitheringtcn,457; Barrett2.729.
15 1<ennwdy, 126; SDards. 92;Witheri]1gt()]11 156IMa'･tin, 167 168;VDIkmann,
294299; Lausberg,3233 (i61) ; 97l(}2 (§§224 238) .














1: 16; 15: 7cを参照)49.呼び掛けの言葉に続くdfJfoりぴα潅(あなたがたは耳を
傾けなさい） という言葉は，演説の冒頭（使7： 2)， または，途中で（1 ： 22)，
聴衆の注意を喚起するために用いられる表現である。
(15: 14) この部分は，ペトロの宣教による百人隊長コルネリウスー家の回
心の出来事（1() ： 148） を念頭に置いている。ヤコブはこの出来事を神が異邦
人に属する者達の中からその民を立てた，神の自由な選びの出来事として語る
(ロマ9； 2426も参照)。ヤコブはペトロに言及するにあたって，あだ名のペト








48 Conzelmann, 92;Haenchen, 388;Weiser! 2.383 iSchneidel-, 2181 ;Witherin.
gton457; Jervell, 393394.
49 これに対して,R()loIf231 ;Barrett,2.723は，演説者の権威を承す言葉としている。
50他の箇所では， ギリシア語流にシモンと発音している（ルカ4: 381 5: 3,4,5､8, 11) ;
























Haenchen388;CDnzeima]11],921 1ervell,395;PCSCh,2.79; BruCe, 340; JETveil,
395;D11nn, 204;Fitzmye'･, 555; Barrett, 2.72672Z
BruCe" 340; Schneider" 2.183 i .iervell , 395; Fitzmyer､ 555.



























て，異教の神々に捧げられた肉を食べることを禁じる (Iコリ6: 18; 10: 14
22; Iテサ4§ 3を参照)。 これは，モーセの十戒の第1－2戒（出20: 3-6;申
5： 7-9）の遵守の具体的な形の一つであろう （出34: 15-16も参照)。
ヤコフ、はまた，不品行を改め(Iコリ6: 18; Iテサ4 : 3;エフェ5: 3を参
照)，性的倫理をまもることを求める。これは，姦淫を禁じるモーセの十戒の第
7戒(出20: 14；申5: l1)の精神をさらに徹底した倫理的生活を求めることに
HaenChen. 389; SChl1eider, 2.183; BruCe341 i Jervell, 396;Fitzmyer, 556.
IIEle]1che]1､ 389; Bruce､ 3｣ll ;Weiser， 2.382-383,
Haenchen, 3901 BrLIcE~ 342;Weiser2-384; PCsCh, 2.811
Conzelmallll､ 92 ;Schneider,2.183-184IRDI()ff,232FWeiSer,2379,385; PESCh,
2.8081 ;DLInnl97 198; Fitzmyer､ 554;Barrett,272672Z
これに対して，パウロはガラテヤ人への手紙において，使徒会議において律法から自
由な福背の真理は守られ（ガラ2： ］ 5)，エルサレム教会の指導者達は，異邦人回心



















































Haenchel]" 391 : P"ch2.81 ; BI･uce, 331 ; Barrett､2737.





















こなうガマリエルは，尊敬を受けた律法学者であり （使5： 34)， その見解には
ユダヤ社会の中で権威があり，重んじられていた。第二の演説はペトロによっ
てなされたが，彼はイエスの十二弟子の一人であり （マタ10: 2;マコ3: 16;
ルカ6: 12),初代教会の三本柱の一人として最高指導者の地位にあった上（ガ
ラ1 : 19; 2: 9), コルネリオスー家の回心の出来事の当事者であった（使10:
34-43)。使徒会議におけるその発言も， 当然，会議の議論の動向を左右する力
を持っていた。第三の演説は(使15: 7b-21),当時のエルサレム教会の最高指
















コルネリウスー家の回心の出来事を引用しながら (15: 7c9; さらに, 10: 1
48を参照)，異邦人達に律法のくびきを課すことは,神を試みることになると訴









ている (10: 1 48)。使徒会議の席上で行われたペトロの演説は(15: 9cll),
パウロらアンテオケ教会の指導者達が異邦人に対して宣く伝えていた律法から








64Weisel･, 2379, 383;Pesch､ 2.79# Barrett, 2.729;Withfringt(m, |i57
65Weisel･, 2.379も同趣旨。
81
